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グローバルな発想で「村おこし」を考える。

グローバル化によって情報交換が容易になった今日、

世界の地域間が問題を共有することで新たな解決へ

の糸口をつかもうという動きも盛んになっています。

今回のテーマは「村おこし」。

中国と日本は、社会制度が異なるにも拘らず、共に

「都市と農村」という二元構造を形成してきました。

過疎化や少子化が進むなか、

ますますその傾向は強まっています。

本セミナーでは、社会主義か資本主義かという

制度論を超えて、中国の「新しい村づくり」、

日本の「村おこし」の事例をいくつか取り上げ、

「一般交換、限定交換、互酬」という「交換論」を

踏まえながら、

「公」、「民」の間の第三セクターにおける

新たな可能性について話を進めていきます。

What is

Global?

講師 羅 紅光 教授（中国社会科学院社会学研究所）

日 時 2016年 6月 3日（金）16:10-17:40 日本語でのご講演です

会 場 山口県立大学（山口市桜畠3-2-1） Y-ACT(D24)教室

定 員 60名 参加無料・事前申込制（申込み先着順） どなたでもお気軽にご参加いただけます。

申込先 Tel & Fax: 083-928-5410 （平日9:00-17:00）

global@yamaguchi-pu.ac.jp

※本学学生は、[グローバルラウンジ]内の[Y-ACTセミナー申込み]から申し込んでください。

※ IPDポイントとは：本事業の授業やプログラムに参加することで貯めることができるポイントです。

貯めたポイントは、留学や奨学金の選考で考慮されます。

Here. Around Me!

Y-ACT セミナー

「都市と農村という二元構造を
越える村おこしの可能性」

▲羅紅光 教授

Prof. Luo Hongguang, 1957-

中国社会科学院社会学研究所 (CASS)教授。社会人類学

部長。中国社会学学会・中日社会学専門委員会会長。

Ph.D（大阪大学）。専門は、社会人類学。

とくに中国の地域文化研究を中心に、アジア圏における

ボランティア、NGO問題など研究テーマは多岐にわたる。

著書に、『黒竜潭―ある中国農村の財と富 』（2006）、

『水・環境・アジア―グローバル化時代の公共性へ』

(2007, 共著)など。


